
　12月17日、大室台小学校で収穫祭が行われ、この日は一年を通じて米作りを
体験した児童たちが、酒々井ライオンズクラブの方々に協力をいただいて餅つきを
行いました。
　児童たちは、代わるがわる杵を振り上げて餅つきを体験し、次々に餅がつきあ
がると、保護者の方々があんこやきな粉をまぶしてくれた餅をおいしそうにほお
ばっていました。

きね

「歴史・文化・自然で光り輝くまちづくり」  ………………………２・３
「酒々井町民憲章」の一部改正についてご意見を募集します ………… ４
住民票などへ旧氏の併記ができるようになりました ………………… ６
千葉県災害義援金の一次配分について ………………………………… ８

1 月
2020（令和２年）

No.626



2

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
町

政
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
酒
々
井
町
は
、
明
治
22
年
の
町
制

施
行
に
よ
り
「
町
」
と
し
て
誕
生
し

て
以
来
、
一
度
も
合
併
す
る
こ
と
な

く
独
立
の
道
を
歩
ん
で
き
た
日
本
で

一
番
歴
史
の
古
い
町
で
す
。
昨
年
節

目
の
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
戦
国
大
名
千
葉
氏
に
ゆ
か
り
の

あ
る
当
町
に
は
、
さ
ら
に
古
い
誕
生

日
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
室
町
時
代

の
延
徳
２
年
（
１
４
９
０
年
）
８
月

12
日
、
本
佐
倉
城
に
居
城
し
た
千
葉

宗
家
が
城
下
の
町
立
て
を
行
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
数
え
る
と

今
年
で
ち
ょ
う
ど
５
３
０
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

昨
年
、
町
で
は
、
か
つ
て
「
本
佐

倉
城
」
の
城
下
で
行
わ
れ
て
い
た
祭

礼
を
復
活
さ
せ
た
「
酒
々
井
・
千
葉

氏
ま
つ
り
」
を
、
町
制
施
行
１
３
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
川
越
藩
鉄

砲
隊
に
よ
る
火
縄
銃
演
武
」
や
「
仮

装
行
列
練
り
歩
き
」、「
ふ
る
さ
と
花

火
観
覧
会
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
違

う
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
み
な
が
ら
盛

大
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
佐

倉
城
下
の
町
立
て
か
ら
５
３
０
年
目

と
な
る
本
年
に
お
い
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
節
目
の
年
に
ふ

さ
わ
し
い
催
し
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
相
次
い
で
町
を
襲
っ
た
台
風
や

大
雨
な
ど
の
未
曽
有
の
災
害
は
、
大

規
模
な
停
電
や
家
屋
の
浸
水
、
道

路
・
農
業
用
施
設
な
ど
の
損
壊
、
農

作
物
被
害
な
ど
、
町
内
全
域
に
わ
た

っ
て
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

い
ま
だ
復
旧
が
道
半
ば
に
あ
る
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま

へ
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
、
酒
々
井
の
地
に

は
、
昨
年
10
月
に
国
史
跡
の
指
定
を

受
け
た
「
墨
古
沢
遺
跡
」
の
時
代
、

３
万
４
千
年
前
か
ら
人
々
が
生
活
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

先
の
災
害
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
の
中
で
も
数
多
く
の
困
難
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
先
人

た
ち
の
叡
智
と
努
力
に
よ
っ
て
現
在

の
酒
々
井
町
が
形
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
地
域
の
課
題
解
決
へ
向
け

一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

将
来
に
希
望
が
持
て
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
と
い
う
全
国
的
な
困

難
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
当
町
に

お
い
て
は
、
町
の
歴
史
・
文
化
や
交

通
利
便
性
、都
市
基
盤
、教
育
環
境
、

そ
し
て
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
資
源
な
ど
、
優
れ
た
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

優
位
性
を
活
用
し
、
ま
た
積
極
的
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能

性
都
市
と
し
て
人
口
と
安
定
し
た
財

源
の
確
保
を
図
り
、
い
つ
ま
で
も
光

り
輝
き
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご

協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
方
に
と

り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

「歴史・文化・自然で
        光り輝くまちづくり」

酒々井町長　　小坂　泰久

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

        光り輝くまちづくり」        光り輝くまちづくり」
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今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に
　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます

　
今
年
は
、
第
５
次
総
合
計
画
基

本
構
想・後
期
基
本
計
画
（
５
年
）

の
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
基
本
構

想
で
示
さ
れ
た
基
本
理
念
「
み
ん

な
が
主
役
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
」
に
基
づ
く
将
来
都
市

像
、「
人　

自
然　

歴
史
が
調
和

し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　
酒
々

井
」
を
目
指
し
、
総
合
計
画
に
掲

げ
た
６
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に

向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
今
年
は
、
次
の
５

つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

 ﹁
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

　
「
酒
々
井
町
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
」

の
効
果
的
な
活
用
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、
積
極
的
に
防
災
・
防

犯
対
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
町
内
の
犯
罪
件
数
で
最
も
多

い
自
転
車
盗
難
対
策
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
酒
々
井
駅
自
転
車
等
駐
車
場
の

運
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
自
転
車

な
ど
の
適
正
な
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
町
内
で
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
水
害
な
ど
に
対

し
町
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

す
る
抜
本
的
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

　

 ﹁
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
な
ら

酒
々
井
町
で
﹂

　
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ

い
あ
い
」
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
連

携
さ
せ
た
子
育
て
世
代
包
括
支
援

（
酒
々
井
版
ネ
ウ
ボ
ラ
）
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
郷
土
史
、
民
話
な
ど
を

幅
広
く
活
用
し
た
「
酒
々
井
学
」

を
通
し
て
郷
土
愛
を
育
み
、
子
ど

も
た
ち
が
ず
っ
と
酒
々
井
に
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

　
海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現

地
校
で
の
体
験
学
習
を
行
う
国
際

交
流
派
遣
事
業
で
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
へ
中
学
生
を
派

遣
し
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

 ﹁
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

　
昨
年
11
月
に
竣
工
し
た
「
千
葉

し
す
い
病
院
」
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
介
護

予
防
を
目
的
と
し
た
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
困
難
者
支
援
と
し

て
、
高
齢
者
な
ど
の
移
動
支
援
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
試
行
的

に
町
内
循
環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

 ﹁
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
つ
く

り
定
住
者
確
保
へ
﹂

　
南
部
地
区
新
産
業
団
地
・
墨
工

業
団
地
を
中
心
に
、
酒
々
井
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
周
辺
の
土
地
利

用
も
含
め
、
成
田
国
際
空
港
へ
の

近
さ
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
、
雇
用
の
場
と
定
住

者
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
ま
る
ご
と
し
す
い
」
に
お

い
て
、
町
民
・
事
業
者
に
よ
る
特

産
品
の
開
発
を
支
援
し
起
業
を
促

進
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
新
た
な

所
得
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
﹁
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

魅
力
発
信
﹂

　
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
、
し
す
い
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
、
墨
古
沢
遺
跡
、
本
佐
倉
城

跡・酒
々
井
宿
を
中
心
に
、
文
化・

歴
史
遺
産
や
景
観
、
特
産
品
な
ど

を
発
掘
・
育
成
し
、
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
努
め
、
そ
れ
ら
の

魅
力
を
発
信
し
活
動
人
口
や
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

１

２

３４

５

後
期
基
本
計
画
と

ま
ち
づ
く
り

今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に今年はこれらの施策に
　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます　　　　　重点的に取り組みます

JR酒々井駅西口駐輪場

千葉しすい病院

まるごとしすい墨古沢遺跡
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酒
々
井
町
の
町
民
憲
章
は
、「
ふ

る
さ
と
酒
々
井
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
に
、
町
制
施
行
85

周
年
を
記
念
し
、
昭
和
49
年
11
月

３
日
に
制
定
し
て
お
り
、
町
民
が

心
を
合
わ
せ
て
、
明
る
く
、
住
み

よ
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
る
た
め
の
道
し
る
べ
と
し
て

憲
章
制
定
後
、
当
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
大
切
な
柱
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
制
定
後
45
年

を
経
過
し
、
当
時
の
高
度
成
長
社

会
の
人
口
・
経
済
と
も
に
右
肩
上

が
り
の
社
会
構
造
か
ら
人
口
減
少

社
会
へ
と
社
会
構
造
に
大
き
な
変

革
が
あ
り
、
時
代
背
景
に
差
異
が

生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、町
に
お
い
て「
令
和
」

元
年
度
、
町
制
施
行
１
３
０
周
年

に
合
わ
せ
現
行
の
町
民
憲
章
の
項

目
の
文
中
に
新
た
に
「
文
化
」
の

文
言
を
加
え
、
町
全
体
で
＂
ふ
る

さ
と
酒
々
井
＂
の
歴
史
を
踏
ま
え

文
化
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
に
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
縦
覧
・
意
見
募
集
期
間　
１
月

６
日
㈪
～
１
月
24
日
㈮
（
土・日・

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
）

■
縦
覧
場
所　
企
画
財
政
課

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可

https://w
w

w
.tow

n.shisui.
chiba.jp/docs/2019121000019/

■
提
出
方
法　
「
酒
々
井
町
民
憲

章
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

の
意
見
書
」（
意
見
書
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
縦
覧
場
所
で
取

得
で
き
ま
す
）
に
、意
見
、氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　
〒
２
８
５

－

８
５
１

０　
酒
々
井
町
中
央
台
４

－

11　

企
画
財
政
課
企
画
・
地
方
創
生
推

進
室
（
１
月
24
日
㈮
消
印
有
効
）

kikaku@
tow

n.shisui.chiba.
jp

（
４
９
６
）
４
５
４
１

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
に
個

別
に
回
答
を
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
企
画

・
地
方
創
生
推
進
室
☎

２
２
２

・
２
２
４

『酒々井町民憲章』の一部改正について　
　　　　　　　　　ご意見を募集します

　古い歴史と伝統をもつ新しい町酒々井は、輝く太陽の下、清らかな水と豊かな緑に
包まれたわたくしたちのふるさとです。
　わたくしたちは、この素晴らしい自然を守りながら、文化の香り高い調和のとれた
田園都市をつくりあげるために町民憲章を定めます。

一、わたくしたちは、歴史をたいせつにし、自然を愛して美しいまちをつくりましょう。
一、わたくしたちは、若い力を育て、働くことを喜び豊かなまちをつくりましょう。
一、わたくしたちは、きまりを守り、他人を尊び明るいまちをつくりましょう。
一、わたくしたちは、老人を敬い、子供を慈しみ温かいまちをつくりましょう。
一、わたくしたちは、笑顔で接し、心の通う住みよいまちをつくりましょう。

＜昭和49 年11月３日制定＞

酒々井町民憲章
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酒
々
井
町
が
誕
生
し
た
明
治
22
年
４
月
１
日
か
ら
ち

ょ
う
ど
１
３
０
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

か
ら
、
町
内
の
団
体
の
代
表
者
の
方
々
を
含
め
た
官
民

連
携
に
よ
る
「
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
を
組
織
し
、
平
成
31
年
度
を
節
目
の
年
と
位

置
づ
け
記
念
事
業
を
実
施
す
る
た
め
企
画
、
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
記
念
事
業
は
４
月
か
ら
１
年
を
通
じ
て
実

施
し＂
ふ
る
さ
と
酒
々
井
＂へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
町
内
の
各
地
域
で
実

施
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
「
酒
々
井
町
制
施
行

１
３
０
周
年
記
念
冠
事
業
」
と
し
て
募
集
し
て
き
ま
し

た
。
冠
事
業
で
は
１
３
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の

活
用
な
ど
を
通
し
、「
日
本
で
一
番
古
い
町
～
ふ
る
さ

と
酒
々
井
」
の
町
全
体
で
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
12
月
ま
で
に
実
施・承
認
し
た
記
念
事
業・

記
念
冠
事
業
、
お
よ
び
今
後
実
施
予
定
の
記
念
事
業
・

記
念
冠
事
業
は
次
の
と
お
り
と
な
り
、
令
和
２
年
２
月

22
日
㈯
に
は「
酒
々
井
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
式

典
」
を
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
に
て
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
１
３
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
「
酒
々
井
町
制
施
行
１
３
０
周
年

記
念
冠
事
業
」
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
冠
事
業
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
は
事
前
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.tow

n.shisui.chiba.jp/
docs/2019032000016/

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
企
画
・
地
方
創
生
推
進
室

☎

２
２
２
・
２
２
４

酒
々
井
町
制
施
行
１
３
０
周
年

   

　
　
　
　
　
記
念
冠
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

酒々井町制施行１３０周年
　　　記念事業・記念冠事業の実施状況

開催日（募集期間） 事業名 開催場所
令和元年10月６日㈰ 第４回酒々井・千葉氏まつり、ふるさと花火観覧会 中央台公園ほか
令和元年７月１日㈪～
令和元年９月13日㈮ ふるさと酒々井フォトコンテスト 役場

令和元年12月 「日本で一番古い町～酒々井くらしの便利帳」発行 役場
令和２年１月頃 酒々井学の披露・伝説のおもてなし食「酒々井宿の大名御膳」発表 役場（予定）
令和２年１月頃 「酒々井ふるさと読本」・「酒々井の百話」完成披露 役場（予定）
令和２年１月23日㈭
令和２年１月24日㈮
令和２年１月25日㈯

ふれあいミニミニコンサート
しすいふれあいコンサート

町立小学校
プリミエール酒々井

令和２年３月頃 「（仮称）ＪＲ酒々井駅前ふれあい交流基点施設」完成お披露目 ＪＲ酒々井駅西口
令和２年２月22日㈯ 町制施行130周年記念事業記念式典 プリミエール酒々井

開催日（開催期間） 主催団体名 事業名 開催場所
令和元年５月19日㈰ 酒々井町文化協会 第６回チャリティー芸能発表会 プリミエール酒々井
令和元年６月１日㈯～
令和元年８月31日㈯ 酒々井ハム無線クラブ 町制施行130周年記念アマチュア無

線局の開設 アマチュア無線局

令和元年５月５日㈰ 根古谷環境保全会 浦安市民田植え体験ツアー 本佐倉地先
令和元年８月25日㈰ 酒々井町郷土研究会 郷土史講座 中央公民館
令和元年８月31日㈯ ＮＰＯ法人　輝け酒々井まちづくり研究会 しすい駅フェス ＪＲ酒々井駅西口広場
令和元年９月１日㈰ 大相撲を愛する会 ふれあい相撲しすい場所 中央台公園
令和元年11月２日㈯ ＲＵＮ伴2019ちば酒々井町実行委員会 RUN伴2019ちば 中央台公園など

令和元年11月10日㈰ 町、町教育委員会、コミュニティフォーラム
実行委員会

第７回輝く創年とコミュニティ・
フォーラム 中央公民館

令和元年11月12日㈫～
15日㈮ 酒々井町郷土研究会 酒々井町郷土研究会40年のあゆみ

展 中央公民館

令和元年11月23日㈯～
令和元年11月24日㈰ ふるさとまつり実行委員会 酒々井町ふるさとまつり 中央公民館

中央台公園
令和元年11月30日㈯ ＮＰＯ法人　輝け酒々井まちづくり研究会 しすい駅フェス ＪＲ酒々井駅西口広場
令和２年２月２日㈰

（予定） レ　ジョワイユ　コンペール 神野優子・宮林陽子　バイオリンコ
ンサート プリミエール酒々井

◆酒々井町制施行１３０周年記念事業

◆酒々井町制施行１３０周年記念冠事業

※町主催事業は記載していません
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法
務
大
臣
か
ら

　
感
謝
状
の
贈
呈

住
民
票
な
ど
へ
旧
氏
の
併
記
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
今
年
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
む
す

べ
て
の
人
と
世
帯
が
調
査
対
象
と

な
る
、
国
の
統
計
調
査
で
最
も
大

規
模
で
重
要
な
調
査
で
す
。
国
勢

調
査
で
集
め
ら
れ
た
情
報
は
統
計

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
行
政
の
施

策
や
大
学
・
企
業
で
の
研
究
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
も
、
町
内
に
お
住
ま
い
の

約
９
８
０
０
世
帯
・
２
１
０
０
０

人
の
方
が
調
査
対
象
と
な
り
、

１
２
０
人
ほ
ど
の
調
査
員
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
開
始
１
０
０
年
を
迎
え
る
国
勢

調
査
に
、
ぜ
ひ
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
以
下
の
通
り
で
す
。

応
募
要
件

▼
町
内
に
住
む
満
20
歳
以
上
で
心

身
と
も
に
健
全
な
方

▼
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂

行
で
き
る
方

▼
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
の
保
護

に
責
任
を
持
て
る
方

▼
税
務
・
選
挙
・
警
察
・
興
信
所

な
ど
に
直
接
関
わ
る
仕
事
を
さ
れ

　
旧
氏
と
は
、
過
去
の
戸
籍
上
の

氏
の
こ
と
で
す
。
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
に
併
記
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
併
記
す
る
場
合
は
過
去

の
旧
氏
の
中
か
ら
任
意
の
も
の
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
併
記
さ
れ
て
い
る
旧
氏

は
婚
姻
な
ど
に
よ
り
氏
が
変
わ
っ

て
も
引
き
続
き
併
記
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
の
氏
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
に
限
り
直
前
に
称
し
て

い
た
氏
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
併
記
さ
れ
て
い
る
旧
氏
は
削
除

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
再
度

併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
削
除

後
に
氏
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
限

り
、
削
除
後
に
称
し
て
い
た
旧
氏

を
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

旧
氏
併
記
を
希
望
す
る
方
は
、

必
要
書
類
を
持
っ
て
税
務
住
民
課

住
民
班
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類

戸
籍
謄
・
抄
本
（
希
望
す
る
旧
氏

が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
か
ら
現

在
の
戸
籍
ま
で
す
べ
て
）、
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る

物
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
住
民

班
☎
１
２
７
・
１
２
８

　10月17日、千葉保護観察所におい
て、任期満了に伴う退任保護司への法
務大臣感謝状伝達式が開催され、越川

司さんが表彰されました。
　越川さんは平成15年から保護司と
して、犯罪を犯した人や非行に走った
人たちの立ち直りの支援をするととも
に、地域住民からの犯罪、非行の予防
に関する相談などに応じ、必要な助
言・指導を行うなど、更生保護行政に
長年尽力されたことにより法務大臣か
ら感謝状が贈られました。
問い合わせ　健康福祉課福祉班☎１３４

て
い
な
い
方

▼
暴
力
団
員
そ
の
他
反
社
会
勢
力

に
該
当
し
な
い
方

調
査
員
の
仕
事

▼
説
明
会
の
出
席

▼
担
当
す
る
区
域
の
確
認

▼
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説
明

と
調
査
書
類
を
配
布

▼
調
査
票
の
回
収

▼
調
査
票
の
整
理
と
提
出

調
査
員
の
従
事
期
間

令
和
２
年
８
月
中
旬
～
10
月
下
旬

（
予
定
）

調
査
員
の
報
酬

約
４
万
円
～
６
万
円
（
受
け
持
つ

世
帯
数
に
応
じ
て
変
動
）

応
募
方
法　
登
録
申
込
書
を
記
入

し
、
担
当
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。提
出
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
登
録
申
込
書
は
担
当
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.tow

n.shisui.
chiba.jp/docs/2019111200016/

応
募
先
・
問
い
合

わ
せ　
企
画
財
政

課
広
報
広
聴
班
☎

２
２
３

２０２０年農林業センサス  調査への回答にご協力ください。
　２月１日、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「２０２０年農林業センサス」が実施されます。こ
の調査は、農林業に関わるさまざまな政策に役立てるため、５年ごとに実施されるとても大切
な調査です。
　今月の中旬ごろから、農林業を営んでいる皆さまのところに調査員が訪問します。調査票が
配布された方は、ご回答に協力をお願いします。　
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎ ２２３

越
こしかわ

川　
ひ ろ じ

司さん

国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

２
０
２
０
年
は
国
勢
調
査
開
始
１
０
０
年
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成
田
税
務
署
、
成
田
税
務
署
管

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
お
よ
び

成
田
間
税
会
で
は
、
税
に
つ
い
て

関
心
を
持
ち
、
正
し
い
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
、
小
・
中
学
生
か
ら
、「
税
の

作
文
・
標
語
」
を
募
集
し
表
彰
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
、
酒
々
井
中

学
校
お
よ
び
大
室
台
小
学
校
か
ら

４
人
の
児
童
・
生
徒
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
税
の
作
文「
成
田
税
務
署
長
賞
」

に
つ
い
て
は
、
役
場
中
央
庁
舎
１

階
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

税
の
作
文

【
成
田
税
務
署
長
賞
】

佐
藤
康
樹
さ
ん

（
酒
々
井
中
学
校
３
年
生
）

【
酒
々
井
町
長
賞
】

里
吉
優
希
さ
ん

（
酒
々
井
中
学
校
３
年
生
）

税
の
標
語

【
成
田
間
税
会　

優
秀
賞
】

戸
谷
朱
里
さ
ん

（
大
室
台
小
学
校
６
年
生
）

【
成
田
間
税
会　

佳
作
】

小
坂
苺
花
さ
ん

（
大
室
台
小
学
校
６
年
生
）

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
収
税

班
☎

１
１
６

「
税
の
作
文
・
標
語
」
表
彰

里
さとよし

吉　優
ゆ き

希さん 佐
さ と う

藤　康
こ う き

樹さん

小
こ さ か

坂　苺
ま い か

花さん 戸
と た に

谷　朱
あ か り

里さん

《ファミリー・サポート・センター事業とは？》
　ファミリー・サポート・センター事業とは、子育て
のお手伝いをしてほしい人【利用会員】とお手伝いを
したい人【協力会員】双方が会員となり、お子さんの
お預かりや送迎などを有償で行う地域のサポートシス
テムです。

【利用会員】
入会説明会に参加する必要があります。

【協力会員・両方会員】
入会説明会、基礎研修会の両方に参加する必要があり
ます。※両方会員とは、利用会員、協力会員の両方を
担う会員です。

《会員になるには？》

ファミリー・サポート・センター事業

＜表＞基礎研修会
日　　時 研修内容 会　　場

１ ２月 ５日㈬　10時～16時 〇子どもの遊び　〇絵本の読み聞かせ
〇どならない子育て 子育て支援センター

あいあい２ ２月14日㈮　 9 時～16時 〇救急講習　〇子どもの発達・発育
〇あいあいルーム体験実習

３ ２月17日㈪～21日㈮うち1日　 9 時～15時 〇保育園体験実習 岩橋保育園
中央保育園

４ ２月17日㈪～21日㈮うち1日　16時～18時 〇学童保育体験実習 しすいっ子クラブ
大ちゃん学童クラブ

５ ２月26日㈬　 9 時～13時 〇子どもの栄養
〇調理実習

子育て支援センター
あいあい

入会説明会
開催日　１月17日㈮、２月５日㈬、３月14日㈯
日　時　９時～10時
会　場　子育て支援センター あいあい

日時・内容　＜表＞のとおり
※ 研修は、お子さんの同伴が可能です。申し込みの際に

お知らせください。
※ 保育士や自治体などで規定する子育て支援員の研修を

修了した方、その他の免許や経験などを確認ができる
場合は、特定の研修が免除されます。また、子育て中
の方については、保育園体験実習、学童保育体験実習
を免除することができます。お気軽にご相談くださ
い。

申し込み・問い合わせ　子育て支援センター あいあい
☎（２９０）９７９１

基礎研修会

Ｑ＆Ａ
Ｑ.あまり活動できませんが協力会員になれますか？
Ａ. 月に数回や年に数回など、できる時だけの活動で大丈

夫です。
Ｑ.自宅での活動はできなくても大丈夫？
Ａ.「子育て支援センター あいあい」でも活動もできます。



8

千
葉
県
災
害
義
援
金
の
一
次
配
分
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
台
風
15
号
か
ら
10
月

25
日
の
大
雨
ま
で
の
一
連
の
災
害

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、

県
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
を
、
千
葉
県
災
害
義
援

金
配
分
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ

れ
た
基
準
に
よ
り
配
分
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
・
配
分
金
額

人
的
被
害

令
和
元
年
台
風
15
号
・
19
号
お
よ

び
10
月
25
日
の
大
雨
に
よ
り
、〈
表
〉

の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
、
ま
た

は
ご
遺
族
。

住
家
被
害

令
和
元
年
台
風
15
号
・
19
号
お
よ

び
10
月
25
日
の
大
雨
に
よ
り
、
住

ん
で
い
た
家
屋
が
〈
表
〉
の
被
害

を
受
け
ら
れ
た
世
帯
。
な
お
、
被

害
の
状
況
は
「
り
災
証
明
書
」
の

記
載
内
容
で
確
認
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
「
り
災

証
明
書
」
を
取
得
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
総
務
課
危
機
管
理
室
（
12

月
２
日
か
ら
窓
口
が
変
わ
り
ま
し

た
。）
で
「
り
災
証
明
書
」
を
取

得
し
て
下
さ
い
。

■
配
分
方
法

配
分
は
申
請
に
基
づ
き
、
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

人
的
被
害

人
的
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
、
ま

た
は
ご
遺
族
の
方
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

住
家
被
害

世
帯
主
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
請
方
法

窓
口
で
申
請

申
請
受
付　
月
～
金
曜
日
（
祝
日

除
く
）
９
時
～
17
時

場　

所　
総
務
課
危
機
管
理
室

郵
送
で
申
請

窓
口
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
請
書
を
入
手
し
必
要
書
類
を

添
え
て
、
次
の
あ
て
先
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　
〒
２
８
５

－

８
５
１
０

酒
々
井
町
中
央
台
４

－

11　
総
務

課
危
機
管
理
室　
行

■
必
要
書
類

提
出
す
る
書
類

・
令
和
元
年
千
葉
県
災
害
義
援
金

申
請
書

※
添
付
書
類

・
重
傷
を
負
わ
れ
た
方･･･

医
師

の
診
断
書
（
写
し
可
）

・
住
家
被
害
が
あ
っ
た
方･･･

り
災

証
明
書
（
写
し
可
）

窓
口
に
持
参
す
る
書
類
な
ど

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
）

・
印
鑑

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
こ

れ
ら
の
書
類
の
コ
ピ
ー
も
申
請
書

と
一
緒
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
１
・
２
１
２
・
２
１

６

　
令
和
２
年
度
に
各
小
中
学
校
の

体
育
施
設
、
墨
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

公
共
用
地
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
定
期
的
に
利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
１
月
10
日
㈮
か
ら
１
月
24

日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
希
望
日
が
重
複
し

た
場
合
は
、
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
定
期
利
用
し
て
い
る
団

体
も
新
た
に
登
録
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
に
必
要
な
書
類
は
、
生
涯

学
習
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

利
用
対
象　
町
内
に
在
住
、
在
勤

し
て
い
る
方
10
人
以
上
で
構
成
さ

れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
た
め
の

団
体

申
請
受
け
付
け　
１
月
10
日
㈮
～

１
月
24
日
㈮

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

　
令
和
２
年
度
よ
り
実
施
予
定
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
消
費
活
性
化
策
と
し
て
、
民
間

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
一
定

額
を
前
払
い
な
ど
し
た
方
に
対
し

て
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
国
が

付
与
し
ま
す
。
制
度
の
詳
細
は
検

討
中
で
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
広

報
紙
な
ど
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０

（
９
５
）
０
１
７
８
、
経
済
環
境

課
商
工
観
光
班
☎

３
４
５

区分 説明 金額

人的
被害

死亡 災害弔慰金または千葉県災害見舞金の死亡者に該当する方 30万円
重傷 災害で１カ月以上の治療が必要な負傷をされた方 15万円

住家
被害

全壊 「全壊」と判定された世帯または被災者生活再建支援
制度の「解体」に該当する世帯 30万円

半壊 「半壊」または「大規模半壊」と判定された世帯 15万円
床上浸水 床上浸水により「一部損壊」と判定された世帯 　3万円
一部損壊「一部損壊」と判定された世帯（床上浸水を除く） 　1万円

＜表＞千葉県災害義援金一次配分

学
校
体
育
施
設
な
ど
の

利
用
希
望
団
体
は
申
請
を

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

令
和
２
年
度

活
用
し
て
お
得
に
お
買
い
物
！
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
、
心
臓
が
心
室
細
動
と
い

う
不
整
脈
を
起
こ
し
て
い
る
（
心

肺
停
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
）
人

に
使
用
す
る
こ
と
で
、
細
動
を
取

り
除
き
心
臓
の
動
き
を
元
に
戻
す

医
療
機
器
で
す
。
特
別
な
資
格
が

な
く
て
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
で
も
実

施
・
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
実
施
す

る
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
電
気
シ
ョ
ッ
ク

の
必
要
性
を
判
断
し
、
不
要
な
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
使
用

で
き
ま
す
。

　

町
内
の
公
共
施
設
に
は
〈
表
〉

の
と
お
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
施
設
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
各
設
置
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
公
共
施
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

　
一
昨
年
秋
頃
か
ら
全
国
的
に
増

加
し
た
架
空
請
求
被
害
は
、
件
数

は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
根

絶
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
近
ご

ろ
は
、
葉
書
だ
け
で
な
く
封
書
で

も
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
な
ど
を
使

っ
て
、「
未
払
い
の
利
用
料
金
が

あ
り
ま
す
」
な
ど
と
い
う
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
、
大
手
通
信
会
社

の
名
前
を
か
た
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
以
前
に
利
用
し
た
こ

と
が
あ
る
と
、「
法
的
措
置
を
と

る
」
な
ど
と
い
う
文
書
に
慌
て
て

し
ま
い
、「
解
約
は
こ
ち
ら
へ
」

や「
覚
え
の
な
い
方
は
こ
ち
ら
へ
」

な
ど
と
画
面
に
表
示
さ
れ
た
電
話

番
号
に
掛
け
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
手
口
で
は
、
電
話
を
掛
け

さ
せ
る
の
も
目
的
の
一
つ
な
の

で
、
覚
え
が
な
い
場
合
は
、
電
話

番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。
電
話
を
か

け
て
万
が
一
繋
が
っ
て
し
ま
う

と
、
脅
さ
れ
て
さ
ら
に
個
人
情
報

を
聞
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
心
配
な
時
は
消
費
生

活
相
談
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
商
工

観
光
班
☎

３
４
５
・
３
４
６

﹃
ま
だ
な
く
な
ら
な
い

　
　
　

  

架
空
請
求
﹄

メ
ー
ル
や
封
書
で
も
！

消
費
生
活

2019年  町の2019年  町の

10大10大10大ニュースニュース
こんなこと

が

ありました
こんなこと

が

ありました

酒々井の伝説ものづくり
事業「しすいみんわ絵本」
を刊行

台風15号・19号および
10/25の大雨による風水害

地域創造発信拠点施設
「まるごとしすい」を開館

墨古沢遺跡が国史跡に
指定

医療法人社団千葉光徳会
「千葉しすい病院」が竣工

町制施行１３０周年記念
事業「ふるさと花火観覧
会」を開催

1

町道 02-003 号線
（伊篠地先）の開通3
「非核・平和都市宣言」を
宣言4

10

9

8

7

6

結婚50周年夫婦記念品
支給事業を開始5

学校法人千葉工業大学と
包括的な連携に関する
協定を締結

2

3月

3月

3月

6月

8月 11月

10月

10月

9～10
月

10月

　町では、令和２年度各種会計年
度任用職員の募集をします。
　詳しくは、１月10日㈮以降、
町ホームページをご覧ください。

https://www.town.shisui.
chiba.jp/
問い合わせ　総務課総務班☎ ２
１３

会計年度任用職員の募集

＜表＞町公共施設ＡＥＤ設置場所
施設の名称など 設置場所 所在など 電話番号

役場 中央庁舎玄関 中央台4-11 ☎（496）1171
中央公民館 事務室（1F） 中央台4-10-1 ☎（496）5321
生涯学習課 事務室（1F） 中央台4-10-1 ☎（496）5334
保健センター 事務室（2F） 中央台4-10-1 ☎（496）0090
プリミエール酒々井 事務室 中央台3-4-1 ☎（496）8681
尾上浄水場 ロビー（1F） 尾上194-1 ☎（496）7725
酒々井コミュニティ
プラザ ロビー（1F） 墨1549-1 ☎（496）4461

隣保館 事務室 本佐倉696-21 ☎（496）1107
駅前交流センター 事務室 東酒々井1-1-306 ☎（290）9400
まるごとしすい 事務室 飯積2-8-2 ☎（376）6810
中央保育園 事務室 酒々井121 ☎（496）1274
岩橋保育園 事務室（1F） 上岩橋1151 ☎（496）1625
酒々井小学校 職員室（1F） 酒々井203 ☎（496）1041
酒々井小学校
児童クラブ 児童クラブ室（1F）酒々井203 ☎（496）2881

大室台小学校 職員室（1F） 尾上2-2 ☎（496）5281
大室台小学校
児童クラブ 児童クラブ室（1F）尾上2-2 ☎（496）0931

酒々井中学校 職員室（1F） 尾上141-10 ☎（496）1040
中央台公共用地 物置 中央台3-4 ☎（496）5334
墨スポーツ広場 物置 墨1402 ☎（496）5334

ショートメールの例
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋

の
他
に
償
却
資
産
（
事
業
に
用
い

る
機
械
・
備
品
な
ど
の
資
産
）
に

つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
も
固
定
資
産

税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。〈
表
〉
を
参
考
に
申
告

が
必
要
と
な
る
方
は
、
償
却
資
産

申
告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
税
務
住
民
課
資
産
税

班
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈮

太
陽
光
発
電
設
備
は
固
定
資
産
税︵
償
却
資
産
︶の
対
象
で
す

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
る
と
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
加

入
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料

　
月
額
１
６
４
１
０
円
で
す
。
誕

生
月（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）

か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
義

務
が
生
じ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、
翌
月
末
日
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
他
に
も
口
座
振
替
や
前
納

（
ま
と
め
て
前
払
い
）
で
納
め
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
場
合

　

学
生
の
方
は
、
学
生
証(

コ
ピ

ー
可)

を
持
参
の
う
え
「
学
生
納

付
特
例
申
請
書
」
を
、
学
生
以
外

の
方
は
「
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１

20
歳
に
な
っ
た
ら

＜表＞設置者による償却資産申告の必要性
設置者 売電方法 申告の必要性

法人
個人事業主

全量売電
発電出力や売電方法に関わらず事業用の
資産となり、償却資産の申告が必要です。事業で使用した余剰電力の売電

全量を事業で使用（売電しない）

個人
（住宅用）

全量売電 発電出力が10Kw以上の場合は、償却資産
の申告が必要です。余剰電力の売電

全量を家庭で使用（売電しない） 申告は不要です。

課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
太
陽

光
発
電
設
備
は
、
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
と
な
る
年
度
か
ら
３

年
度
分
の
課
税
標
準
の
特
例
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

場
合

対
象
設
備

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支

援
事
業
に
係
る
補
助
を
受
け
て
取

得
し
た
自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発

電
設
備
（
固
定
価
格
買
取
制
度
の

認
定
を
受
け
た
も
の
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

特
例
率

千
ｋ
ｗ
未
満　
３
分
の
２

千
ｋ
ｗ
以
上　
４
分
の
３

必
要
書
類　

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者

支
援
事
業
費
補
助
金
交
付
決
定
通

知
書
」
の
写
し

■
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
し
た
場
合
は
特
例
要
件
や
必
要

書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
資
産

税
班
☎

１
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
で
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
登
記
の
あ
る
資
産
に
つ
い
て
は

法
務
局
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
異

動
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
登
記
の
な
い
家
屋
の
新
増
築

や
滅
失
、
ま
た
は
地
目
変
更
の
登

記
を
行
わ
ず
に
土
地
の
利
用
形
態

を
変
更
し
た
場
合
な
ど
は
、
現
況

の
把
握
も
れ
に
よ
る
課
税
誤
り
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
状
況
に
該
当
す
る
場

合
は
、
税
務
住
民
課
資
産
税
班
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
特
に
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
や
滅
失
登
記

が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
必
ず

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
資
産

税
班
☎

１
１
５

固
定
資
産
の
現
況
把
握
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
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2月17日㈪からイオンモール成田で確定申告書作成会場を開設します
　成田税務署では、令和元年分の所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人消費税の確定申告書作成・提出会場を次
のとおり設置します。
会　場　イオンモール成田２階イオンホール（成田市ウイング土屋24）
期　間　土・日・祝日を除く２月17日㈪～３月16日㈪※２月24日㈪、３月１日㈰に限り休日開場します。
時　間　 受け付け９時～16時（提出は17時まで）※９時から10時までは立体駐車場３階から連絡通路を通り、モー

ル２階「Ｃ」入口からご入場ください。（他の入口は利用できませんのでご注意ください。）
交通アクセス　京成成田駅中央口６番バス乗り場から「イオンモール成田」行き乗車、「モール東・イオン成田店」バス停下車
●納税証明書は、イオンモール成田の会場では発行していません。成田税務署で手続きをしてください。
● イオンモール成田には、納税窓口がありませんので、口座振替をご利用いただくか、または最寄りの金融機関で納

税してください。
● 作成済みの申告書は、土・日・祝日を除き、成田税務署内で提出を受け付けます。※署内に確定申告書の作成会場

は設けていません。

■確定申告書には
　マイナンバーの記載が必要です
■確定申告書には
　マイナンバーの記載が必要です
　所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人消
費税の確定申告書には、マイナンバー（個人番
号）の記載が必要です。申告書を提出する際は
本人確認を行うため、申告されるご本人の本人
確認書類の提示、または写しの添付が必要にな
ります。本人確認を行うときに使用する書類に
ついては、＜表１＞をご参照ください。
※ 代理人が提出する場合も申告する方の本人確

認書類が必要です。

　税務署では、資源保護および行政コスト削減の観点から、申告書用紙の送付に代えて、「確定申告のお知らせ」は
がき、または封書を発送しています。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
問い合わせ　成田税務署☎０４７６（２８）５１５１※音声案内に従って「２」番を選択してください。

＜表１＞本人確認書類

　平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに
「医療費控除の明細書」（医療機関、受診者、医療費などを
記載する用紙）の添付が必要となりました。この明細書に、
医療保険者から交付を受けた医療費通知の原本を添付し、
医療費通知に関する事項欄を記入した場合、医療費控除の
明細書の医療機関、受診者、医療費などの記入を省略でき
ます。町の国民健康保険および後期高齢者医療保険加入者
への発送状況は＜表２＞のとおりです。その他の健康保険
に加入している方は加入中の健康保険組合にお問い合わせ
ください。
※医療費通知とは、健康保険組合などが発行する「医療費
のお知らせ」などです。
ご注意ください
・農業・営業・不動産所得のある方は、事前に収支内訳書
の作成をお願いします。
・上場株式等に係る配当所得等や譲渡所得等については、
平成29年４月より、所得税と個人住民税で異なる課税方
式を選択することができるようになりましたが、上場株式
等の配当所得等や譲渡所得等について、所得税と個人住民
税で異なる課税方式を選択する場合は、町民税・県民税の
納税通知書（個人住民税）が届く日までに、確定申告書と
は別に町民税・県民税申告書を提出する必要があります。
なお、既に納税通知書が届いている場合には、当該年度に
係る年度分の個人住民税についてさかのぼって課税方式の
変更を求めることはできません。
　対象は、源泉徴収口座（特定口座）における上場株式等の
配当所得等と、源泉徴収口座（特定口座）における上場株式

等に係る譲渡所得等です。なお、源泉徴収を選択していない
特定口座については、申告不要制度は適用されません。
　申告した上場株式等の配当所得等や譲渡所得等は、個人
住民税の扶養控除などの適用、非課税判定、医療費控除や
寄附金控除の控除限度額などや国民健康保険税、介護保険
料、後期高齢者医療保険料の算定や医療費の窓口負担割合
などに影響しますのでご留意ください。
問い合わせ　税務住民課住民税班☎ １１１～１１３

医療費控除について

< 表２> 医療費通知実施予定表
診療年月 発送日 申告の方法

国
民
健
康
保
険

（
74
歳
以
下
の
方
）

平成31年
１月～４月

令和元年
８月

①「医療費控除の明細書」に
医療保険者から交付を受けた
医療費通知の原本を添付する
と、明細の記入を省略できま
す。
②医療費通知の原本が添付で
きない 11 月～ 12 月の診療
分や医療費通知に記載されて
いない医療費等については、

「医療費控除の明細書」に医
療機関ごと、受診者ごとに金
額をまとめて記入して申告書
と一緒に提出してください。
領収書の添付は必要ありませ
んが、領収書はご自宅で５年
間保存する必要があります。

令和元年
５月～７月

令和元年
10月

令和元年
８月～10月

令和２年
１月

（予定）
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
75
歳
以
上
の
方
）

平成31年
１月～令和
元年５月

令和元年
９月

令和元年
６月～10月

令和２年
２月

（予定）

■確定申告書用紙に代えて『確定申告のお知らせ』を発送しています■確定申告書用紙に代えて『確定申告のお知らせ』を発送しています

※ 法定調書の作成などを行う事業者に対してマイナンバーを提供する必要がある場合に、写真
表示のない身元確認書類の提示、または写しの提出をするときには２種類以上必要です。
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今年もシルバーをお引き立てのほどよろしくお願い申し上げます

謹賀新年

☎ 043-496-4077
（土,日,祝日を除く）

（公社）酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井１６７－５

会員募集中!
健康で働く意欲のある仲間を求めています

身近な仕事のお手伝い　シルバーは安全・安心・安価です 

電話でお気軽にお問い合わせください

広告

　
町
で
は
、
令
和
元
年
10
月
か
ら

実
施
さ
れ
た
消
費
税
・
地
方
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者
・

子
育
て
世
帯（
０
～
３
歳
未
満
児
）

の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
た
め
、

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
向
け
の

「
酒
々
井
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

購
入
対
象
者　
〈
表
１
〉
参
照

販
売
金
額　
〈
表
２
〉
参
照

購
入
引
換
券
の
受
け
取
り
お
よ
び

購
入
方
法　
〈
表
３
〉
参
照

販
売
期
間　
１
月
６
日
㈪
～
１
月

31
日
㈮
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
販
売
し
て
い

ま
せ
ん
。

販
売
時
間　
９
時
～
16
時

販
売
場
所　
役
場
分
庁
舎
２
階

使
用
期
限　
３
月
１
日
㈰
ま
で

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
窓
口
☎

２
６
４
・
２
６
５

（１）令和元年度住民税非課税者

　当町に住民登録があり、令和元年度の住民税が課税されて
いない方。
※  住民税課税者の扶養となっている方や生活保護受給者など

は除きます。
（２）３歳未満児が属する世帯の世帯主

　当町に住民登録があり、平成28年４月２日から令和元年９
月30日までに出生した子が属する世帯の世帯主。

＜表１＞購入対象者

＜表１＞の（１）令和元年度住民税非課税者

25,000円分（20,000円で購入）
＜表１＞の（２）３歳未満児が属する世帯の世帯主

25,000円分（20,000円で購入）×３歳未満児の数

＜表２＞販売金額

（１）令和元年度住民税非課税者

１．対象となる可能性のある方に、お知らせ通知、購入引換券交付申請書などを８月15日㈭に発送されています。
２．購入を希望される場合は、申請書を町に提出してください。（返信用封筒にて郵送、または持参）
３．必要条件を審査の上、購入対象の方へプレミアム付商品券を購入するための引換券を９月中旬以降に随時発送され
　　ています。
４．引換期間中に購入引換券を持参のうえ、プレミアム付商品券を購入してください。
※申請・販売期間：１月６日㈪～１月31日㈮まで
※１月20日㈪以降の申請は、申請書を持参して町に提出してください。

（２）３歳未満児が属する世帯の世帯主

１．購入対象の方へプレミアム付商品券を購入するための引換券を９月中旬以降から随時発送されています。
２．販売期間中に購入引換券を持参のうえ、プレミアム付商品券を購入してください。

＜表３＞購入引換券の受け取りおよび購入方法

※ いずれも額面 500 円× 10 枚セット 5,000 円分を 5 回まで分
割購入できます。

酒
々
井
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
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　民生委員・児童委員、主任児童委員が任期満了により、新たに令和元年 12 月１日付けで、厚生労働大臣・千葉県知
事からそれぞれ委嘱されましたのでご紹介します。
　民生委員・児童委員はボランティアで福祉の推進のため、皆さんの心配ごとなどを解決するために、専門機関の紹介
や行政機関とのパイプ役として、子どもからお年寄りまで町民の相談役として、地域住民の立場で皆さんの暮らしを支
援する方々です。主任児童委員は、主に児童に関する相談をお受けする方々です。
　相談内容や個人情報などの秘密は守られますので、困ったことや心配ごとがあるときは、お気軽にご相談ください。
問い合わせ　健康福祉課福祉班☎ １３３

民生委員・児童委員、主任児童委員の紹介

民生委員・児童委員、主任児童委員一覧 （任期：R1.12.1 ～ R4.11.30）
氏　　名 住所・電話 担当地域など 氏　　名 住所・電話 担当地域など

大
おおみや

宮　綾
あ や こ

子
酒々井1581-4
☎（496）0709

上宿・仲宿・横町・
下台 鱒

ますぶち
渕 て

て え こ
江子

東酒々井2-2-220
☎（496）6654 東酒々井二丁目

鶴
つるおか

岡　春
は る み

美
酒々井1692
☎（496）1015 下宿・停車場 海

え び は ら
老原 信

の ぶ こ
子

東酒々井3-3-464
☎（496）1685 東酒々井三丁目

京
きょうそう

増　英
ひ で お

雄
酒々井595
☎（496）4673 新堀 土

ど ば し
槗　繁

しげあき
明

東酒々井3-3-210
☎（496）1616 東酒々井三丁目

櫻
さくらい

井　照
しょうか

嘉
本佐倉696-1
☎（496）1886 本佐倉 大

おおにし
西　眞

まさのり
典

東酒々井4-4-122
☎（496）6867 東酒々井四丁目

藤
ふ じ た

田 美
み つ え

津枝
上本佐倉175-5
☎（496）7187 成城台 松

ま つ い
井　信

の ぶ こ
子

東酒々井5-5-328
☎（496）1390 東酒々井五丁目

柏
かしわばら

原　秀
ひでかず

和
上本佐倉231
☎（496）5174 本佐倉・上本佐倉 及

おいかわ
川　博

ひ ろ こ
子

東酒々井6-6-8-103
☎（496）6220 東酒々井六丁目

髙
たかいし

石　直
な お み

美
上本佐倉170-1
☎（496）3854 上本佐倉・本佐倉 北

き た の
野 勢

せ つ こ
津子

中央台1-20-7
☎（496）3788 中央台１丁目

實
じつかわ

川　澄
す み こ

子
馬橋47-1
☎（496）5424 馬橋 渡

わたなべ
邊　和

か ず み
美

中央台2-17-3
☎090（1818）3949 中央台２丁目

尾
び と う

藤　信
のぶゆき

幸
馬橋676-8
☎（496）7840 ネオポリス 姶

あ い ら
良　恭

きょうこ
子

中央台2-3-1-302
☎（496）5236

サーパス酒々井・
アルテガーデン

清
し み ず

水　啓
け い こ

子
墨1112
☎（496）0382 墨 新

あ ら い
井　光

み つ よ
代

中央台3-1-10-404
☎（496）1206

中央台３丁目
県営住宅

京
きょうそう

増 美
み え こ

恵子
尾上637
☎（496）1087 尾上・飯積 森

もり
　常

つ ね お
男

中央台3-3-1-7-302
☎（496）7190

中央台３丁目ハイツ・
県営住宅５、７、１１棟

青
あ お き

木　俊
と し お

雄
中川338
☎（496）0076 中川 齋

さいとう
藤　明

あ き こ
子

中央台4-7-4
☎（496）1716 中央台４丁目

福
ふ く だ

田　正
まさひろ

宏
上岩橋1375-4
☎（496）0183

上郷・大崎・
ヘルシータウン 寺

てらもと
本　恵

え み
美

上本佐倉1-3-14
☎（496）1379 上本佐倉一丁目

木
き む ら

村　利
と し み

美
上岩橋8
☎（496）1079

卜ケ崎・大鷲・
ヒルズガーデン 大

おおしま
島　道

み ち こ
子

ふじき野1-9-8
☎（496）4922

ふじき野一丁目・
二丁目

相
あいきょう

京　勝
かつあき

明
柏木572-3
☎（496）0505 柏木 西

にしかた
方　利

り い ち
一

ふじき野3-2-7
☎（496）3030 ふじき野三丁目

河
かわしま

島　敏
としあき

明
下岩橋337
☎（496）2573 下岩橋 莇

あざみ
　みどり

（主任児童委員）
酒々井975-3
☎（496）3851 地域区分なし

櫻
さ く ら い

井　稔
みのる 伊篠846

☎（496）4337
伊篠・伊篠新田・
篠山新田・今倉新田

京
きょうそう

増　法
の り こ

子
（主任児童委員）

尾上74-3
☎（496）4819 地域区分なし

和
わ だ

田 菜
な お こ

穂子
東酒々井１-1-182
☎090（5778）3814 東酒々井一丁目
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【材料】
もやし
にら（４㎝）
　　しょうゆ
　　ごま油
　　酢
　　砂糖
　　塩

　今年度は、旬の食材を使った「給食人気レシピ」を紹介しています。今回は、１月から３月が旬の
「にら・長ねぎ・白菜」を使ったレシピです。旬の食材はおいしいだけではなく、栄養も豊富です。
　ぜひお子さんと一緒に作ってみてください。

問い合わせ
学校給食センター
☎（４９６）１１５１

160 ｇ
１/４束

大さじ１/２
小さじ１/２
小さじ１/２
小さじ１/４

少々

【作り方】
①もやし・にらをゆでて、水にさらして冷ましておく。
②Ａを混ぜ合わせておく。
③①を②で和える。

給食センターからこんにちは
給食人気レシピ 旬の食材「冬」

★にらの中華和え★

にら・長ねぎ・白菜 をおいしく食べるレシピ♪

【材料】
豚もも肉（小間切れ）
ごま油
にんにく（おろす）
たまねぎ（スライス）
にんじん（せん切り）
長ねぎ（斜めスライス）
もやし
　　酒
　　レモン果汁
　　中華だし（粉末）
　　ブラックペッパー
　　塩
　　白いりごま

120g
小さじ１
１/２片
１/４個
１/６本
１/２本

40g
小さじ１

小さじ１/４
小さじ１/２

少々
少々

小さじ１

【作り方】
①フライパンにごま油・にんにくを入れ、豚肉を
　炒める。
②たまねぎ・にんじんを加える。
③食材に火が通ったら、長ねぎ・もやしを加える。
④ A を加え、ごまをふる。

★豚肉のねぎ塩炒め★

【材料】
ほうれん草（３㎝）
にんじん（せん切り）
長ねぎ（斜めスライス）
かつお節
ポン酢

 １束
１/５本
１/２本

小袋１袋
大さじ１

【作り方】
①野菜をゆでて、水にさらして冷ましておく。
②ゆでた野菜をかつお節とポン酢で和える。

★ほうれん草と長ねぎのポン酢和え★

【材料】
鶏もも肉（小間切れ）
ベーコン（短冊切り）
白菜（２㎝）
にんじん（いちょう切り）
たまねぎ（スライス）
マッシュルーム水煮（スライス）
米粉（水で溶いておく）
牛乳
生クリーム
コンソメ（粉末）
塩・こしょう
サラダ油
水

40g
20g

１/８株
１/５本
１/４個

30g
大さじ２と１/２

120ml
小さじ２
小さじ２

少々
適量

250ml

【作り方】
①鍋に油をひき、鶏肉を炒める。
②ベーコン・こしょうを加え炒める。
③にんじん・たまねぎを加える。
④水を加え、あくをとりながら煮る。
⑤コンソメ・白菜・マッシュルームを加える。
⑥火を止め、牛乳・溶いた米粉を加えよく混ぜる。
⑦弱火で加熱しながら塩を加え、味をととのえる。
⑧仕上げに生クリームを加える。

★白菜のクリーム煮★

A

※材料は４人分です。

A
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し
す
い
ふ
れ
あ
い

　

 

コ
ン
サ
ー
ト
！

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
フ
ル
ー
ト
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

し
す
い
み
ん
わ
絵
本
と
の
コ
ラ
ボ

演
奏
な
ど
、
酒
々
井
町
な
ら
で
は

の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
参
加
型
企
画
「
酒
々
井
町
の
コ

コ
が
す
き
！
」
投
票
受
け
付
け
中

（
１
月
10
日
㈮
ま
で
）
＊

投
票
結
果
は
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
に

演
奏
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

※
投
票
箱
設
置
場
所　
プ
リ
ミ
エ

ー
ル
酒
々
井
、
役
場
、
中
央
公
民

館　
ほ
か

日　

時　
１
月
25
日
㈯
14
時
～

（
開
場
13
時
30
分
）

会　

場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

出　

演　
泉
い
ず
み
真ま

ゆ由
×
松ま

つ
だ田
弦げ

ん

主
な
演
奏
曲　
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア

（
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
）、
海
へ
（
武

満
徹
）、
イ
パ
ネ
マ
の
娘
（
ジ
ョ

ビ
ン
）、
星
に
願
い
を
（
ハ
ー
ラ

イ
ン
）
ほ
か
※
内
容
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト　

大
人
１
０
０
０
円
、

子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
５
０
０

円
、
親
子
券
１
２
０
０
円

自分らしく生きるために～家田からのエール～

※
親
子
券
は
大
人
と
子
ど
も
の
お

得
な
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。

※
未
就
学
児
無
料
。
親
子
室
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

販
売
方
法　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々

井
窓
口
、
ま
た
は
電
話
予
約
に
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
枚
数　
３
５
０
枚

問
い
合
わ
せ　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒

々
井
☎
（
４
９
６
）
８
６
８
１

　
歌
や
手
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
友
達
作
り
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容　
〈
表
〉
の
と
お
り

対　

象　
６
カ
月
～
12
カ
月
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

会　

場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い　

定　

員　
12
組
（
先
着
順
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
３
回
全

て
に
参
加
で
き
る
方
を
優
先
し
ま

す
。

参
加
費　
参
加
費
と
し
て
、
初
日

に
１
０
０
円
集
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い
☎

（
２
９
０
）
９
７
９
０

　
米
麹
か
ら
造
る
添
加
物
ゼ
ロ
・

安
全
・
安
心
で
健
康
的
な
手
造
り

味
噌
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
２
月
１
日
㈯　
10
時
30

～
13
時
30
分

会　

場　
生
涯
生
活
セ
ン
タ
ー

内　

容　
味
噌
造
り・調
理
実
習・

食
育
講
座　
ほ
か

対　

象　
町
内
在
住
の
方

定　

員　
15
組
（
先
着
順
）

申
込
期
日　
１
月
22
日
㈬
※
定
員

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

参
加
費　
１
０
０
０
円

持
ち
物　
参
加
者
に
連
絡
し
ま
す
。

講　

師　
手
前
味
噌
の
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
経
済

環
境
課
農
政
振
興
班
☎

３
４
１

・
３
４
３

親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　

 

食
育
教
室

自
家
製
味
噌
体
験

０
歳
児
親
子

ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ス

＜表＞日時・内容
日　時 内　容

１ １月30日㈭
10時～10時45分

自己紹介
わらべうた

２ ２月６日㈭
10時～10時45分

交流ゲーム
座談会

３ ２月13日㈭
10時～10時45分

子育てのお話
ママカフェ

　小説・エッセイ・コミックなどの作品を数多く発表され、
また、僧侶としても活動されている家田荘子さんによる講演
会を開催します。これまでの取材をもとに「人権」そして「男
女共同参画」についてお話しいただきます。ぜひこの機会に、
男性と女性が社会でそれぞれの個性と能力を発揮できる「男
女共同参画社会」の形成へ向け、改めて男女共同参画につい
て考えてみませんか。
講　師　作家・僧侶（高野山本山布教師）　家田荘子さん
※都合により、講師は当初予定していた笠井信輔さんから家
田荘子さんに変更となりました。
日　時　１月15日㈬　13時30分～15時

（受け付け13時～、開場13時15分）
※開場時間は早まることがあります。
会　場　プリミエール酒々井文化ホール
※駐車場に限りがありますので、満車の
際は役場駐車場をご利用ください。
定　員　３５０人（先着順、事前申し込
み不要）
参加費　無料
※手話通訳有り
問い合わせ　生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４

人権教育セミナー・酒々井町男女共同参画講演会

　親子で協力して和だこをつくり、みんなで空高く
たこをあげてみませんか。
親子たこづくり教室
日　時　１月19日㈰　９時～12時
　　　　（受け付け８時30分～）
会　場　酒々井小学校体育館
参加費　３００円
持ち物　はさみ・カッター・定規・のり・筆記用具
対　象　町内在住・在勤の親子
定　員　30組※先着順
申込期日　１月16日㈭※定員になり次第、締め切り
たこあげ大会
日　時　１月19日㈰　13時30分～14時30分（受
け付け13時～）※雨天時は１月26日㈰　10時30分
～11時30分（受け付け10時～）
会　場　酒々井小学校グラウンド
使用たこ　洋だこを除く手づくりだこ
対　象　町内在住・在勤の方
※参加費・事前申し込み不要。
問い合わせ　生涯学習課社会教育班☎（４９６）５
３３４

講師：家
い え だ

田荘
しょうこ

子さん

新春！親子たこづくり教室・たこあげ大会
筑波おろしを捉えよう青少年相談員事業
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写
真
を
通
じ
て
町
の
地
域
資
源
を
再
認

識
・
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
町
へ
の
郷

土
愛
の
醸
成
や
地
域
へ
の
誇
り
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
酒
々
井
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
35
人
の
方
か
ら
79
点
の
応
募

が
あ
り
12
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、田
村
雅
彦
さ
ん
の
「
直

町制施行130周年記念事業

撃
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
に
は
、
斉
藤
瞳
さ
ん
の
「
綱
引

き
」、
佐
藤
信
行
さ
ん
の
「
大
相
撲
し
す
い

場
所
」、
清
水
英
二
さ
ん
の
「
墨
の
獅
子
舞
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
入
賞
者
の
方
々
と
作
品
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
班

☎
○内
２
２
３

「ふるさと酒々井フォトコンテスト」入賞作品決定！

最優秀賞　田
たむら

村　雅
まさひこ

彦　「直撃」

優秀賞　佐
さとう

藤　信
のぶゆき

行　「大相撲しすい場所」

入選　押
おしみ

見　優
ゆうき

樹
「うたた寝」

入選　福
ふくだ

田　まりあ
「虹の反対」

入選　 倉
くらかた

形　浩
ひろし

　「親愛なる
お父さん達にプレゼント」

入選　長
は せ が わ

谷川　萌
もえ

「私の帰り道」

特別賞　新
しんたに

谷　秀
しゅういちろう

一郎
「酒々井町　遠望」

副会長賞　齋
さいとう

藤　喜
きくぞう

久三
「悠久の歴史　経胤寺の早春」

会長賞　尾
おばた

畑　直
ただあき

右
「中川の桜並木」

入選　渡
わ た べ

部　颯
そ う た

太
「日ノ出」

優秀賞　斉
さいとう

藤　瞳
ひとみ

　「綱引き」

優秀賞　清
し み ず

水　英
え い じ

二　「墨の獅子舞」
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文芸コーナー

俳 句

短 歌

校
名
に
町
の
名
残
り
去こ

ぞ年
今こ

と
し年　
　
　
　
　
　
榎　
　
利
美

夕
焼
や
湖
面
炎ほ
の
お

の
色
と
な
り　
　
　
　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

店
先
は
客
の
は
み
だ
す
新あ
ら
ば
し走
り　
　
　
　
　
　
鈴
木　
遊
琴

香
を
包
み
数
え
き
れ
な
い
菊
蕾　
　
　
　
　
　
迎
田　
正
子

独
り
言ご

ち
て
鰤
大
根
の
旨
さ
か
な　
　
　
　
　
樺
山　
資
亮

筑
波
嶺
の
き
り
り
と
見
ゆ
る
冬
の
朝　
　
　
　
荒　
　
裕
子

朝
霧
に
深
く
沈
も
る
街
並
を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
近
づ
き
て
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下　
康
子

病
棟
に
な
が
む
る
朝
の
駐
車
場
ま
な
し
た
遠
く
白
線
つ
づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤　
教
子

犬
を
抱
き
公
園
に
い
る
男
性
は
「
老
々
介
護
」
と
言
ひ
て
立
ち
去
る　
　
　
　
　
　
山
内　
千
枝

幼
き
日
母
に
す
が
り
し
子
供
ら
も
今
は
子
を
抱
き
ち
ち
は
は
の
顔　
　
　
　
　
　
　
鬼
丸　
幸
子

酒々井町郷土研究会
40年を振りかえる

　郷土研究会では町制施行１３０周年記念冠事業とし
て、11月12日～15日まで中央公民館にて創立以来40
数年を振りかえる企画展示を行いました。
　郷土研究会は、昭和52年発足とほぼ同時期に実施
した石仏調査をはじめ、さまざまな事業を展開してき
ました。今回は、これまでの活動記録４３２件の内容
や、節目ごとに実施してきた研究発表会の作品数点を
展示しました。延べ４００人を超える方々にご来場い
ただき、昔の記録の中に自身を見つけてじっと見入る人、記録の前で談笑するグループ、

問い合わせ　生涯学習課文化財班
☎（４９６）５３３４

入会を希望する方々など、会場は大いに賑
わいました。
　郷土研究会では、会員の見聞を広めるこ
と、会の活性化を図ること、会員の増強な
どを目的にさまざまな活動を続けています。
今回の会場の雰囲気はこれらの目的に叶う
もので、郷土研究会のこれからに明るい未
来を展望することが出来ました。

会場の様子

会の歴史を語る様々な展示品が並びました

優　勝　飯
いいやま

山久
ひさたか

貴（写真右から５番目）
準優勝　加

か く ぼ

久保信
の ぶ お

男（写真右から３番目）
第３位　齋

さいとう

藤保
やすひこ

彦（写真右から２番目）

問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班
☎（４９６）５３３４町ゴルフ大会

表彰の様子

【一般男子】
優　勝　松

まつしま

島光
みつたか

孝　　　準優勝　渡
わたなべ

辺祐
ゆういち

一　　　　第３位　佐
さ さ き

々木宏
ひろみつ

光・酒
さ か い

井惇
じゅんのすけ

之介
【一般女子】
優　勝　竹

たけざわ

澤節
せ つ こ

子　　　準優勝　石
い し の

埜京
きょうこ

子　　　　第３位　松
まつなが

長美
み よ

代・横
よ こ ぎ

木優
ゆ な つ

夏
【中学生男子】
優　勝　古

ふるぜき

関凌
りょうたろう

太郎　　準優勝　戸
と い

井旺
お う た

太　　　　第３位　鏡
かがみ

柊
しゅうせい

成・市
いちはら

原和
か ず さ

聡
【中学生女子】
優　勝　安

やすのう

納くれあ　　準優勝　斎
さいとう

藤咲
さ つ き

月　　　　第３位　近
こ ん の

野美
み さ き

咲・村
むらもと

本日
ひ よ り

和
【混合ダブルス】
優　勝　池

い け だ

田・石
い し の

埜　　準優勝　松
まつしま

島・鈴
す ず き

木　　　第３位　佐
さ さ き

々木・安
やすのう

納

　秋季町民卓球大会が11月17日、酒々井小学校体育館で開かれました。小学生の部か
ら一般男女の部まで42人の参加があり、各部門とも熱戦が繰り広げられました。
　なお、今大会で入賞した方は次のとおりです。（敬称略）

秋季町民卓球大会

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付を
いただきました。（敬称略）
（金銭）　・故 山内 智香子　10万円　・山内 千枝　３千円
　　　　　・匿名２件　  ８千９３４円

ありがとう

問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班
☎（４９６）５３３４

　町体育協会ゴルフ専門部主催の「町ゴルフ大会」
が11月７日にＰＧＭ総成ゴルフクラブ（成田市）
で開かれ、40歳から85歳までの１５５人がプレ
ーしました。当日は絶好のゴルフ日和となり、参
加者は色づいた紅葉を満喫しながら、真剣にプレ
ーをしていました。
　なお、上位入賞者は次のとおりです。（敬称略）
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

　

安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
お
友
達
作
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容　
〈
表
〉
の
と
お
り

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
４
回
目
は
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
あ
い
あ
い
」）

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
各
回
の
前
日
ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
直
接
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。　

※
５
回
目
は
ご
家
族
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー　

マ
タ
ニ
テ
ィ・マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、
外

に
出
て
活
動
す
る
こ
と
が
１
番
で
す
。
活
動

の
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
知
恵
が
た
く
さ
ん
入
っ

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
す
で
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
は
よ
り
楽
し

く
、
地
区
で
の
活
動
を
し
て
み
た
い
方
や
、

ま
っ
た
く
興
味
の
な
い
方
で
も
、
自
分
や
家

族
の
健
康
の
手
助
け
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

対　

象　
町
内
在
住
で
、
地
域
で
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

日　

程　
２
月
21
日
㈮
、
28
日
㈮
、
３
月
６

日
㈮
、
13
日
㈮　
全
４
回

時　

間　
13
時
30
分
～
15
時

内　

容　
食
べ
る
こ
と
や
お
口
の
話
、
し
す

い
ハ
ー
ト
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い

服
装
、
上
靴

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
25
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
い
た

だ
く
か
、
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
２
月
12
日
㈬

※
参
加
が
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
を
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
参
加
で
き

な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

楽
し
く
学
ぼ
う
！

元
気
は
つ
ら
つ
教
室 

B
コ
ー
ス

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

　
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
体
も
変
化
し
て
き

ま
す
。
毎
日
を
生
き
生
き
と
過
ご
す
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

①
初
め
て
の
ヨ
ガ
Ｂ

　
マ
ッ
ト
を
使
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き

で
体
を
ほ
ぐ
し
整
え
ま
す
。

日　

時　
１
月
27
日
㈪
、
２
月
３
日
㈪
、
10

日
㈪
、
17
日
㈪
、
３
月
２
日
㈪
、
９
日
㈪　

全
６
回

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時

講　

師　
日
本
ヨ
ー
ガ
ニ
ケ
タ
ン　
ヨ
ー
ガ

療
法
士　
大だ

い
だ田
千ち

え恵
さ
ん

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装

定　

員　
25
人

②
体
力
ア
ッ
プ
教
室

　
簡
単
な
体
操
で
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま

す
。

日　

時　
１
月
30
日
㈭
、
２
月
６
日
㈭
、
13

日
㈭
、
20
日
㈭
、
３
月
５
日
㈭
、
12
日
㈭　

全
６
回

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
30
分

講　

師　
整
体
師　
青あ

お
き木

千ち
づ
る鶴

さ
ん

定　

員　
20
人

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
１
枚

①
②
共
通
事
項

対　

象　
65
歳
以
上
の
方

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
い
た

だ
く
か
、
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
17
日
㈮

65
歳
か
ら
の

健
康
づ
く
り
講
座

日　　時 内　　容
１ ２月３日㈪

９時30分～12時
妊娠のしくみ、
妊娠中の栄養・離乳食

２ ２月10日㈪
９時30分～12時

妊娠後期の過ごし方、
呼吸法・分娩のしくみ

３ ２月18日㈫
９時30分～12時

赤ちゃんの保育、
お口のケア

４ ２月20日㈭
９時30分～11時

母乳栄養、
先輩ママとの交流

５ ２月29日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験・家族計画、
沐浴・調乳実習、２人で行う
妊婦体操

＜表＞マタニティ・ママパパクラス日時・内容

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
に
抽
選
し
、
参
加

が
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
を
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
参
加
で
き

な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
つ

い
て
の
講
話
と
、
健
康
推
進
員
に
よ
る
乳
製

品
を
使
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理
の

教
室
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
１
月
30
日
㈭　
10
時
～
13
時
30
分

会　

場　
中
央
公
民
館
調
理
室

対　

象　
20
歳
以
上
の
方

定　

員　
20
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
食
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円
を
当

日
に
集
金
し
ま
す
。

内　

容　
講
話
、
調
理
実
習
（
サ
バ
缶
の
ス

ペ
イ
ン
風
オ
ム
レ
ツ
・
ひ
じ
き
の
香
ば
し
ミ

ル
ク
煮
・
ほ
う
じ
茶
プ
リ
ン
） 

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
巾
１
枚
、

手
拭
き
、
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
い
た

だ
く
か
、
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
15
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー



R 2. 1. 1 19

　
９
月
に
送
付
し
た
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン

の
期
限
は
３
月
13
日
㈮
ま
で
で
す
。
期
限
が

近
づ
く
と
予
約
が
取
り
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
が
ん
検
診
の
集
団
検
診
は
２
月
４
日
㈫

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
お
よ
び
検
診
の
種
類

子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
）

20
歳　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ

25
歳　
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
生
ま
れ

30
歳　
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４

月
１
日
生
ま
れ

　
公
的
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
の
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を

対
象
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
限
り
、
無
料
で
風
し
ん
抗
体

検
査
お
よ
び
風
し
ん
定
期
予
防
接
種
（
第
５

期
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
対
象
者
（
昭
和
47
年
４
月
２
日
～

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
）
に
送

付
し
た
、
抗
体
検
査
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
期
限
は
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
で
す
。

こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
、抗
体
価
が
低
い
場

合
は
速
や
か
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
２
年
度
以
降
対
象
者
（
昭
和
37
年
４

月
２
日
～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
の
男
性
）

で
、
今
年
度
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
１
月
１
日
㈬
か
ら
２
月
29
日
㈯
ま
で
の
２

カ
月
間
に
「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
続
き
、
首
都

圏
の
献
血
が
中
止
と
な
り
全
国
的
に
血
液
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
献
血
者
が
減
少
し
が
ち

な
冬
場
に
お
い
て
安
全
な
血
液
製
剤
を
確
保

す
る
た
め
、
新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る
「
は

た
ち
」
の
若
者
も
、
こ
れ
か
ら
「
は
た
ち
」

に
な
る
方
も
、
既
に
「
は
た
ち
」
を
過
ぎ
た

方
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
役
場
で
行
う
次
回
の
献
血
は
２
月
27
日
㈭

で
す
。
詳
し
く
は
広
報
２
月
号
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

今月の行事

　　予防接種　委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ・
３種混合・４種混合・日本脳炎・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘・B 型肝炎

小学校６年生 ジフテリア破傷風混合
小学校６年生～
高校 1 年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

成人・高齢者 麻しん風しん混合・肺炎球菌

◎印旛郡市小児初期急病診療所（0 〜 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時〜翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時〜23時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～２３時
☎＃7009　ダイヤル電話からは☎０３（6735）8305

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

診療日時
診療日 診療時間

月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
９時～17時

19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　　科  １月１日～３日・13日 10時～17時

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

日 内　　　容 受付時間・会場

９日㈭
乳
児
相
談

10カ月児
H31. 2月生

10時～11時
保健センター

４カ月児
R１. ８月生

13時30分～14時30分
保健センター

28日㈫ ３歳児健康診査
H28.６月・H28.７月生

12時45分～13時15分
保健センター

6日㈪
20日㈪
27日㈪

健康相談・歯科健康相談 ９時30分～11時
保健センター

お
忘
れ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン

35
歳　
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
昭
和
59
年
４

月
１
日
生
ま
れ

40
歳　
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ

乳
が
ん
検
診
（
女
性
）・
大
腸
が
ん
検
診
（
男

性
お
よ
び
女
性
）

40
歳　
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ

45
歳　
昭
和
48
年
４
月
２
日
～
昭
和
49
年
４

月
１
日
生
ま
れ

50
歳　
昭
和
43
年
４
月
２
日
～
昭
和
44
年
４

月
１
日
生
ま
れ

55
歳　
昭
和
38
年
４
月
２
日
～
昭
和
39
年
４

月
１
日
生
ま
れ

60
歳　
昭
和
33
年
４
月
２
日
～
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土地・家屋価格等帳簿の縦覧　4月1日㈪～5月7日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　　 4月1日㈪～随時
平成31年度の固定資産税納税通知書は4月10日㈬に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班☎　114・115内

納付期限
1月31日㈮まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
町 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第４期
第７期
第５期
第６期

1月の

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
16日㈭、30日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

町社会福祉協議会☎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談
 ９日㈭、23日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

人権相談 14日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第１会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３８
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３８
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　     （２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 14日㈫　13時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※相談を希望される場合は、事前にご連絡ください。

消費生活相談
 ７日㈫、14日㈫　10時～15時
21日㈫、28日㈫　役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班☎ ３４６
※14日㈫は10時～12時

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時　中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談  ９日㈭　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎ １２１・１２２

　移動交番は各種届け出の受理や周辺
の警戒、巡回パトロールなどを行い、
地域の実情に沿った情報発信や犯罪抑
止活動を行います。
開設予定日時と場所
酒々井プレミアム・アウトレット
　１月８日㈬　14時～15時30分
　１月27日㈪　14時～15時30分
ＪＲ酒々井駅前交流センター
　１月９日㈭　10時～11時30分
　１月21日㈫　14時～15時30分
スーパータイヨー酒々井店
　１月16日㈭　14時～15時30分
　１月29日㈬　10時～11時30分
※開設日は変更する場合があります。
問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交
番係☎（４８４）０１１０

　さかえ・しすいワーク・ライフサポ
ートセンターでは、生活や仕事に心
配・不安・悩みを抱えている方に対し、
地域において自立した生活が行えるよ
う、相談支援員が無料で相談に応じ、
問題解決に向けた支援を行っています。
　11月から町社会福祉協議会で出張相
談がはじまりました。ご相談は無料、
秘密は厳守しますので、お気軽にご利
用ください。
時間　毎月第１火曜日、第３火曜日９
時30分～16時
会場　町社会福祉協議会（役場西庁舎
１階）
問い合わせ　さかえ・しすいワーク・
ライフサポートセンター☎０４３（３
０８）６３３２

１月の移動交番開設日

お知らせ
さかえ・しすいワーク・ライフサポートセンター

出張相談をはじめました。

相　談（受け付け９時～）
※受付時間に遅れると参加できません。
参加費　無料
⑸飼い主さがしの会（事前予約制）
　犬猫の欲しい方、あげたい飼い主さ
んとの出会いの場です
日時　１月11日㈯、２月９日㈰、３月
７日㈯　９時30分～11時
（受け付け…欲しい方：９時～９時30
分、あげたい方：９時30分～10時）
※受付時間に遅れると参加できません。
問い合わせ　千葉県動物愛護センター
☎０４７６（９３）５７１１（富里市
御料７０９ー１）（受付時間８時30分～
17時15分）
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　町では、酒々井町青樹堂（公民館主
催事業）として外国人のための日本語
教室を実施しています。随時公民館窓
口にて受け付けていますので、ぜひお
申し込みください。また、日本語を勉
強したいご友人などにも、ぜひご紹介
ください。※事前にどの程度日本語が
できるのか相談して頂くと、指導の準
備ができます。
日時　原則毎週土曜日の14時～16時
（１月は11日㈯、18日㈯、25日㈯に
実施予定です。）
対象　原則、町在住の外国籍で日本語
を学びたい方
会場　町中央公民館
内容　日本語の読み書き・会話、お互
いの国の文化交流
講師　ボランティアの方々
参加費　無料
問い合わせ　町中央公民館☎（４９６）
５３２１
 

　しすいオレンジカフェは、認知症の
方やそのご家族、認知症に関心のある
方など、誰でも参加でき楽しく過ごす
場所です。お気軽にご参加ください。
日時　１月25日㈯　10時～12時
会場　町中央公民館講堂
ミニ講座　「やってみよう！しすいハ
ート体操」※10時30分～11時
講師　日本体育協会スポーツプログラ
マー　三橋好子さん
参加費　無料
※コーヒー、紅茶、クッキーなどを提
供します。
問い合わせ　町地域包括支援センター
（役場西庁舎１階内）☎（４８１）
６３９３

　「認知症の人と家族の会」のご協力
で、家族交流会を開催します。日頃の
不安や悩みを家族同士で話しません

催し・講座

コスモス会
外国人のための日本語教室

認知症高齢者等の
家族交流会

か？話すことで直接の解決にはならく
ても、自分だけではないという思いや
これからを考える機会に出会えます。
日時　２月８日㈯　13時30分～15時30
分（受け付け13時～）
会場　町中央公民館2階研修室
対象　認知症の方を介護されているご
家族（町外在住の方も参加可能）
参加費　無料
申し込み　事前申し込みが必要です。
事前に電話、または窓口にて地域包括
支援センターまでお申込みください。
問い合わせ　町地域包括支援センター
（役場西庁舎１階）☎（４８１）６３
９３

 
　ノートテイクとは、耳が聞こえない
方の「耳」となり、会話や講義の内容
を筆記する、コミュニケーション手段
の一つです。あなたも体験してみませ
んか？
日時　１月30日㈭　10時～12時
会場　町中央公民館２階研修室
講師　千葉県聴覚障害者協会
定員　30人(先着順)
申込期限　１月24日㈮
申し込み・問い合わせ　町社会福祉協
議会☎（４９６）６６３５
 

　当基金から助成を受け、印旛沼およ
び流域の水質浄化、環境保全のための
活動をした学校及び一般団体などの活
動成果報告会を行います。入場無料。
日時　１月17日㈮　９時15分～15時30
分（受け付け８時55分～）（予定）
会場　印旛合同庁舎２階大会議室（佐
倉市鏑木仲田町８－１）
問い合わせ　公益財団法人印旛沼環境
基金☎（４８５）０３９７
 

　「書類選考が通らないので見直しを
したい」「履歴書・職務経歴書、添え
状の書き方を知りたい」「面接のポイ
ント、マナーを知りたい」などと悩ん
でいる方向けのセミナーを開催します。
　また、セミナー終了後、ミニ相談

（１人15分程度、６名まで）を行いま
す。ご希望の方はセミナー予約の際に
お申し出ください。
※本セミナーは雇用保険受給中の就職
活動実績となります。「雇用保険受給
資格者証」をお持ちの方は当日ご持参
ください。
日時　１月27日㈪　13時～15時30分
会場　八街市役所総合保健福祉センタ
ー３階大会議室
対象　就職を希望している15歳から44
歳までの方
定員　20人（予約制）
参加費　無料　
申し込み・問い合わせ　経済環境課商
工観光班☎ ３４５
 

⑴犬のしつけ方教室（事前予約制）
基礎講座※飼い犬は同伴できません
日時　１月17日㈮、２月13日㈭、３月
９日㈪　10時～12時（受け付け９時30
分～）
参加費　無料（先着20組）
⑵犬のしつけ方教室（事前予約制）
実技講座※飼い犬と同伴です。事前に
基礎講座の受講が必要です。
日時　１月17日㈮、２月９日㈰、３月
９日㈪　13時～15時（受け付け12時30
分～）
参加費　３，０００円（消費税別）
定員　３組～10組
問い合わせ　☎（２１４）７８１４
※実技講座は（公財）千葉県動物保護
管理協会が開催します。
⑶パピークラス（事前予約制）
※生後６カ月齢位までの飼い犬と同伴
です。職員から飼い方しつけ方を学
び、模範的飼い主を目指します。
日時　１月15日㈬、２月19日㈬、３月
18日㈬　10時～12時
参加費　無料
⑷一般譲渡会（直接受け付け時間にお
越しください。）
　センターの成犬・成猫を無料譲渡し
ます。譲渡の条件についてはホーム
ページなどで事前にご確認ください。
日時　１月16日㈭、２月６日㈭、２月
22日㈯、３月19日㈭　９時30分～12時

１月のしすいオレンジカフェ

令和元年度印旛沼環境基金
助成事業成果報告会

千葉県動物愛護センター
動物愛護事業

朝市 夕市

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

日曜日開催（１月26日～）
朝　市＝役場駐車場（6時30分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）インフォメーション

体験しませんか？
「ノートテイク講座」

応募書類・面接基本セミナー
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日　26日㈰　8:30 ～ 12:00

子育て支援センター あいあい
子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー 1月
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日　　時 内　　　容
 ６日 ㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
 ８日 ㈬ 10時30分 音楽で遊ぼう（国吉さん）

14日 ㈫ 10時 編みむめも※かぎ針と毛糸のある方は
お持ちください

16日 ㈭ 10時30分 保健センター　子育て講話
『予防接種について』

20日 ㈪ 10時30分 作って遊ぼう『でんでん太鼓』
21日 ㈫ 10時30分 誕生会
27日 ㈪ 10時30分 折り紙の会
28日 ㈫ 10時30分 ふれあい遊び『節分ごっこ』

しょうえん　こども こそだてルーム
日　　時 内　　　容

 ９日 ㈭ 10時30分 こども園体験～おもちつき大会見学
14日 ㈫ 10時 リトミック体験（ドレミの会）
15日 ㈬ 10時10分 はじめて見学会

17日 ㈮ 10時 プレ保育～ぴよぴよ教室
『節分製作・親子遊び』

18日 ㈯  9時45分 土曜開放日

22日 ㈬ 10時10分 保健師講話
『冬の感染症予防について』

27日㈪ ～ 31日㈮
10時

子育てリサイクルデー
（中古の玩具衣類など）

※乳児棟園庭開放　随時実施中
※幼児棟園庭上段のみ　1月10日㈮10時
　　　　　　　　全面　1月10日㈮10時30分
会場・問い合わせ　昭苑こども園　☎（４９６）３２３８
しょうえんこどもこそだてルーム ☎０９０（３９０５）
７４５１

１月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　 1、2、3、4、6、14、20、27日
　　　　図書館　　   1、2、3、4、6、14、16、20、27日
問い合わせ　プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　11日㈯　10時30分～
　　　　　　　　26日㈰　15時～
わらべうたの会　  9日㈭　10時30分～

図書館

※ 1/7㈫、23㈭の9時から11時はスタッフ会議のため、
保育士は不在です。

会場・問い合わせ　子育て支援センター あいあい
☎（２９０）９７９０

保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021 22日㈬ 読み聞かせ

乳
幼
児
と
保
護
者

中央保育園
☎（496）1274

 ８日㈬ 親子で体操
15日㈬ 読み聞かせ
22日㈬ エプロンシアター

時間　９時～ 11時　問い合わせは各保育園へ

みんなおいでよ！園庭開放

酒々井町公式Twitter
　町は酒々井町公式Twitter(ツ
イッター)を開設し、行政情報やイ
ベントなど、町の魅力を情報発信
しています。ツイッターのアカウン
トをお持ちの方は、ぜひフォローを
お願いします。

名　称　酒々井町役場
アカウント　＠shisui_town
URL 　https://twitter.com/shisui_town
問い合わせ　企画財政課広報広聴班 内２２３

　11月30日にJR酒々井駅西口駅前
ロータリーで、日本で一番古い町の
イルミネーション点灯式が行われ
ました。酒々井おもてなしカレッジ
の子どもたちが司会を務め、酒々井
ふるさと大使の仲村瑠

る り あ

璃亜さんも
来場し、会場は大勢の皆さんでにぎ
わいました。
　イルミネーションの点灯は２月末
まで。皆さん、ぜひご覧ください！
問い合わせ　企画財政課企画・地方
創生推進室☎ ２２４

点灯式会場の▶
様子
井戸っこ（しす
いちゃん）もイ
ルミネーション
に！

▶
▶会場には多く

の方がお越しく
ださいました！

▲おもてなしカ
レッジの子ども
たち

日本で一番古い町の
イルミネーション　点灯式


